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研究成果の概要（和文）：本研究は、内陸アラスカにおける1)細石刃石器群に用いられた石器石材とその分布状
況、2)細石刃および彫器製作技術の歴史的変化、3)石器製作技術と石器石材の関係を明らかにするという目的で
実施された。これらの研究を行うために、内陸アラスカの遺跡周辺地における石器石材分布調査と、更新世末か
ら白人との接触期直前まで複数の居住痕跡を残すスワンポイント遺跡およびブロークンマンモス遺跡から出土し
た細石刃核・彫器の製作方法・石材利用調査を行った。その結果、遺跡周辺でチャート・流紋岩の分布地が発見
された。 細石刃および彫器は、約14,500年前の文化層とそれ以降に技術・石材共に隔たりがあることがわかっ
た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to reveal 1) the distribution patterns of lithic raw 
material used for microblade industry, 2) historical change of microblade and burin technology, and 
3) the relationship between production technology and lithic raw materials in interior Alaska. To 
study these subtopics, I conducted lithic raw material distribution survey near site concentrated 
area and examined microblade cores and burins in terms of their technology and raw materials from 
Swan Point and Broken Mammoth multi-component sites. Consequently, chert distributing area was newly
 found near the sites, and microblade and burin technology and raw materials are more different at 
Swan Point oldest component from the other later assemblages. 

研究分野：北米考古学

キーワード： 北米考古学　ファーストアメリカン　細石刃　彫器　石器石材

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果以下のことが明らかになった。1）最初の移住集団は、湧別技法と呼ばれる汎東アジア的石器製作
技術を持っていたが、その後に形成された遺跡の資料にはこの技術が用いられていない。2）骨や角の加工に用
いる彫器の製作方法や形がより新しい年代に比定される遺跡のそれと大きく異なる。3）この集団は、本研究で
確認された遺跡周辺に分布するチャートをほぼ用いず、ユニークな別の石材を利用している。これらを踏まえる
と、現時点では、最初の集団とその後の集団の間には、文化的に隔たりがあると捉えた方が妥当である。この結
論は、北米先住民の祖先が、1回きりではなく、複数回の小さな波によって到達したというモデルを支持する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の対象とした内陸アラスカ地域は、更新世末にベーリング陸橋を渡って北米へ移住し
た人類集団の到達地の一つである。一方で、その集団が保有した石器技術は、北米南部に特有の
クローヴィス尖頭器ではなく、シベリアや北東アジア全域に広く展開した細石刃石器群である
ことが兼ねてから注目されてきた。本研究開始当初には、アラスカ細石刃文化の起源論を中心に、
新・旧両大陸間の比較が行われ、その結果は、さらに広範囲の地域を含むアメリカ先住民起源を
めぐる各仮説の検証に応用されていた。こうしたビッグセオリーの背後では、アラスカ地域にお
ける先史時代の文化的な系統論が議論されていたが、その比較基準はもっぱら特徴的な狩猟具
とされる細石刃や尖頭器の有無と 14C 年代であった。そのため、重要な加工具である彫器の製作
技術や、石器を構成する石材の種類およびその石材供給源に関する議論は、ほとんど行われてい
なかった。このような背景から、申請者は内陸アラスカにおける細石刃および彫器の石器技術と
石材に注目し、研究を実施するに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、内陸アラスカ出土細石刃石器群の石器製作技術と石材利用分析から明らかにする
ことを目的とした。約 14,500 年前から歴史時代直前まで新大陸の北方圏で利用された細石刃は、
初期移住集団の起源と新大陸定着後の歴史に密接に関わる狩猟具である。狩猟具を中心に歴史
的な変化を見てみると、同地域では 14〜13,000 年前に地域特有の尖頭器が出現し、12,800 年前
以降に、細石刃の製作方法が多様化した。しかし、この多様化が集団の適応結果、または異系統
集団の同地域への進出によるかは未だ議論の決着をみていない。本研究は、内陸アラスカに位置
するタナナ河中流域の更新世末〜中期完新世に比定される遺跡を対象とし、細石刃(狩猟具)と彫
器(加工具)の石材利用と製作技術の時代間・遺跡間比較を試みた。その結果から具体的な技術伝
統と集団による適応戦略に言及する。 
 
３．研究の方法 
（1）調査方法 
 本研究は、遺跡から出土する人工遺物と遺跡外に分布する岩石の分布状況を調査・分析し、そ
れぞれの結果を総合的に解釈する手法を採用した。出土石器資料と石材分布の調査研究は、それ
ぞれ手法がことなるため、以下に分けて記載する。 
 
① 遺跡から出土した石器の製作技術

と石材 
 本研究では、内陸アラスカのタナナ河中
流域に所在する二つの遺跡（図 1 上部中
央）から出土した細石刃核および彫器を対
象にそれらの技術形態学的分析と石器石
材の分析を行った。「技術形態」とは、石
器の形を製作者の「叩く」「擦る」などの
行為の結果であるとみなし、その形が当時
の技術を反映すると考える理論的な用語
である。 
 研究計画では、スワンポイント、ブロー
クンマンモスに加えて、ミード、ヒーリー
レイク遺跡を調査対象候補に挙げていた。
しかし、ヒーリーレイクのコレクション
は、重要資料を個人管理していた考古学者
が急逝し、その後すぐにアラスカ大学北方
博物館に移管されたが、その整理が間に合
っておらずアクセスすることができなか
った。ミード遺跡については、細石刃資料
数が他の調査対象と比較して少なかった
ことから、前者の資料群にのみ調査範囲を
縮小した。調査を行ったスワンポイント、ブロークンマンモス遺跡の資料数と種類は、以下の表
1に示した通りである。スワンポイント遺跡は 7つの文化層に分かれており、そのうち最下部の
CZ4b (約 14,500 年前)、CZ2（約 8,300 年前）、CZ1b（約 5,300 年前）で細石刃核と彫器が確認さ
れている(Hirasawa and Holmes 2017)。本調査では、これらの文化層から出土した資料の図化、
計測、石材の同定を行なった。 
ブロークンマンモス遺跡は、スワンポイント遺跡の南西約 6km にある南向きの段丘上に立地す
る。同一の段丘面には、ミードやホルズマンなどの更新世末まで利用が遡る複合遺跡が複数確認
されている。しかしながら、タナナ河中流域において、まとまった数の細石刃核および彫器を出
土したスワンポイント以外の遺跡は、ブロークンマンモスのみである。本遺跡は、更新世末に相
当する CZ4a〜4c から発見されたマンモス牙製品や、豊富な動物骨によって世界的に注目されて

図 1 遺跡の位置と石材分布調査地点 



きたが、完新世
の細石刃核や彫
器などは、その
一部分について
記載されるに止
ま っ て い た
（Holmes 1996）。
本調査で使用し
た完新世の資料
は、CZ2、CZ1b、
CZ1a のいずれか
から出土したと
考えられるが、
資料に伴うカー
ドや台帳に文化層名が記載されていなかった。これを明らかにするには、発掘調査時のノートや
土層断面図、出土位置の 3次元情報などと対比する作業を要するが、同時に膨大な時間と労力を
費やさねばならぬ事態を招くおそれがあったため今回は断念した。これらの理由から、本調査で
対象としたブロークンマンモス遺跡の細石刃核および彫器資料は、中期完新世資料として取り
扱った。 
 
② 遺跡周辺地域の石器石材分布調査 
本研究に伴う石材分布調査は、遺跡出土資料に利用された石材の採取地特定を目的に 2017-18

年の 6〜7月を中心に計 2シーズン実施された。現地で本調査を行う前に、事前準備として、遺
跡周辺の地質図幅を参照し、この地域において石器に利用されることの多い堆積岩（チャート、
頁岩）、火山岩（黒曜石、流紋岩、安山岩、玄武岩）、その他の要因で生成される SiO2を豊富に含
む潜晶質の岩石（玉髄、ジャスパーなど）を産出する可能性がある地理的範囲を検討した。 
現地調査は、アラスカ大学フェアバンクス校の Charles E. Holmes 教授、Joshua D. Reuther

准教授、Barbara Crass 教授の協力を得ながら、計 30 地点で踏査と岩石の採取を行った。調査
地点は、1)河川の氾濫原、2)モレーンの切り通し、3)氷河の前進によって形成された湖、4)砂利
集積場に大きく分けることができる。砂利集積場の礫は、その場で自然に産出および堆積した礫
ではないため、周辺からどのような岩石が集積されているのかを参考として知るために調査し
た。タナナ河北岸およびデルタ河東岸は、それぞれハイウェイが整備されているため、自動車を
使用して各調査地点を巡った。一方で、タナナ河南岸に合流する支流へのアクセスは、道路網が
整備されておらず、橋も設置されていないことから陸路でのアクセスは不可能であった。そのた
め、遺跡地周辺に居住する地域住民に協力をお願いしてジェットボートを用いて移動した。 
 本調査で岩石を採取したスポットは、Garmin GPSMAP 64scJ を用いて、緯度経度ならびに標高
値を記録、必要に応じて岩石の分布状況を写真で記録した。調査地点の位置は、図 1に示した通
りである。各地点ではまず最初に、地点における広範囲の踏査で石器石材の可能性がある岩石の
有無を確認した。その後、それらの岩石を岩石ハンマーで割り、割れの状況や石質を観察した。
それらのうち、打製石器によく用いられる割れ口の鋭い、貝殻状剝離が観察できるものを採取し
た。採取された岩石のうち、特に石器石材に利用可能な特徴を有する 38 点を任意で選出し、北
海道大学薄片技術室にて薄片試料化した。試料の偏光顕微鏡観察および X 線回析による岩石学
的な同定は、（株）パレオ・ラボに依頼した。 
 
４．研究成果 
（1）スワンポイントおよびブロークンマンモス遺跡の細石刃・彫器製作技術と石材 
 スワンポイント遺跡の細石刃核・彫器は、CZ4b の資料群とそれ以降の年代に比定される資料
群との間で大きく製作技術が異なる。特に CZ4b の細石刃核は、湧別技法を用いることが以前か
ら指摘されているが、それは北海道の札滑型に最も近い方法で作られていることがわかる
（Gomez-Coutouly and Holmes 2018; Hirasawa 2020）。湧別技法は、両面を加工した素材の一辺
を長軸に沿って剝離し、細石刃を連続して作り出すための打面を整形するところに大きな特徴
がある。同文化層の細石刃核は、全てこの技法を用いており、細石刃を作る工程は画一的である
と評価できる。一方で、彫器は、片面加工に加えて両面加工の素材も同程度の量が観察された。
両面加工素材を積極的に用いる彫器については、新・旧大陸共に類似する技術型式がなく、直接
的な対比は現時点では不可能である。接合資料から彫器製作工程にある程度の規則性が観察で
きるものの、旧大陸の荒屋型にみられる「製品の決まった形」は認められず、定型性は比較的低
い。そのため、CZ4b の彫器については、安易な型式設定などは行わず製作技法の記述に止め、
今後の類例増加を待ちたい。 
 彫器の製作技術は、素材の加工、彫刀面の位置と数、彫刀面の切り合い関係などから、5段階
に分類された（表 2、図 2）。なお段階 1は、未加工の資料だが、出土資料全体に彫器の素材とし
て十分な大きさを持つ剝片は確認できなかった。段階 2は、彫刀面を剝離するための準備を行う
段階である。段階 3は、一辺にのみ彫刀面がある資料を含む。段階 4は、二辺以上に彫刀面があ
る資料を含み、段階 5は、使用と彫刀面再生が進み、全ての縁辺に彫刀面が作り出されている資

表 1 スワンポイント、ブロークンマンモス遺跡出土の
細石刃核・彫器の石材別内訳 



料が該当する。段階 2での技術的特徴は、片面加工素材にみられる急角度な調整である。この調
整は、次に行われる彫刀面剝離の準備を目的に施される。段階 4では、彫刀面と打面が頻繁に転
換される。その際、必要に応じて行われる打面の調整が、ノッチ（抉り）状の形態を形成する場
合がある。これらの工程は、CZ4b の彫器がスクレーパー状、一片に彫刀面、交差刃、全周囲に彫
刀面を持つ資料へと形態を変化させていくことを示している。 
 同文化層におけるもう一つの特徴は、緑色火成岩と玉髄を多用する点にある。前者は、この文
化層以外での利用が知られておらず、岩石の種類も未だはっきりと同定できていない。そのため、
遺跡外での産出地も特定できない状況にある。そして、内陸アラスカにおける玉髄の原産地は知
られているものの、化学的手法による原産地推定が難しく、遺跡出土資料を特定の原産地と結び
つけることも困難である。一方で、片面加工の資料は、緑色火成岩製が多く、逆に両面加工資料
は、玉髄製が多数を占める結果は興味深い。おそらく湧別技法細石刃核を整形する過程で生じた
剝片を片面加工の彫器に利用していると考えられる。玉髄は、繊維状の潜晶質石英を多く含むた
め打撃の力が末端まで伝わりにくく、ある程度の大きさの彫器素材が得られるまで、小規模な両
面調整を繰り返していたことが推測される。 
時期間における利用石材の比較は、各文化層の出土資料数に差があるため、統計学的検定によ
る分析は正確性に欠くといえる。しかしながら、完新世以前とそれ以降の利用石材の種類を比べ
ると、その傾向は異なっていると判断できる。これらをまとめると、最初期の集団による石器製
作技術と石材利用は、それ以降の細石刃石器群と大きく異なり、段階的な変化が見られる資料群
も未だ確認されていないことから、同地域における集団の連続性を積極的に支持できない結果
となった。 
 スワンポイント CZ2、CZ1b、CZ1a、ブロークンマンモス遺跡完新世資料は、主にキャンパス型
と呼ばれる剝片素材のクサビ型細石刃核が連続して通時的に確認されるものの、円柱型、亜円錐
型、板状（トゥクトゥ型）、そしてスポールを再利用した細石刃核など形態的・技術的な多様性
もみられる。彫器は不定形な剝片に彫刀面を造り出すだけで、加工の度合いが非常に低い。資料
によってはストップ
ノッチと呼ばれる抉
り加工が施されてお
り、この特徴はドネリ
ー型彫器と同様であ
る。これらの細石刃核
および彫器は、更新世
資料に比べ多様化し
ているものの、定型性
が低下していること
から、より便宜的な道
具製作に移行してい
ると評価できる。 
 

（2）周辺の石器に利用可能な石材分布について 

 本研究で得られた石材のうち、38 点が薄片試料化され、それらに対して偏光顕微鏡観察およ

び蛍光 X線回析による岩石学的同定作業が実施された。これらの試料は、分布調査地点において

任意で採取されたサンプルである。踏査中には岩石の割れ面や風化面を肉眼観察により入念に

表 2 スワンポイント CZ4b 出土彫器の 
製作段階・石材別数量 

図 2 スワンポイント CZ4b 出土彫器 

表 3 石材分布調査で良質の石材が確認された地点 
（地点番号は図 1 の番号に対応） 



確認し、主観ではあるが「石器に利用可能な特徴」を持つ岩石を採取した。こうした試料が一定

量まとまって分布している地点は、Little Delta River（表 3-2）と Delta Creek（表 3-7）の

みであった。そのほかの地点でもチャートや頁岩と同定された試料が存在するが、ごくわずかに

発見できた程度であった。 

 調査と岩石同定の結果で最も重要な成果は、アラスカ山脈に水源を有し、タナナ河南岸に合流

する Little Delta River および Delta Creek の氾濫原において、石器に利用可能な質と大きさ

を持つ一定量のチャートと良質の流紋岩が確認できたことにある。この両河川にこれらの岩石

がが分布することはこれまで知られていなかった。そして、ショークリーク平野からは対岸に位

置するが、現在判明している遺跡に最も近いチャートと流紋岩の分布域と考えられる。そのほか

に注目されるのは、距離的には離れている複数の調査地点において、頁岩が確認された点である。

最新のアラスカ州における表層地質とそれらの詳細が記載されている Wilson et al. (2015)で

は、こうした頁岩に関する情報はほとんどなく、今回同定された頁岩が現地の地質学においてど

のような位置付けになるかを明らかにすることが、今後に残される課題の一つである。 

 

 (3) まとめと今後の課題 

 本研究によって、タナナ河中流域における更新世末と完新世以降の細石刃・彫器の製作および

石材利用に差があることが示された。そして、流紋岩および完新世以降に利用が増加するチャー

トは、対岸で合流する支流の氾濫原に分布することが明らかになった。 

流紋岩は現地の研究者によって理化学的手法を用いた原産地分析が進められており、報告者は、

今回採取された流紋岩とショークリーク平野遺跡群出土資料を利用した原産地推定研究を行い

たいと考えている（Coffman and Rasic 2015）。スワンポイント遺跡 CZ4b でのみ利用される緑色

火成岩は、今回の調査において分布地を確認することができなかった。しかし、チャートの発見

で明らかになったように、地質図において「第四紀以降の堆積物」と表記されている範囲に、未

発見の石材分布地点が含まれている可能性が高い。遺跡が多く分布するタナナ河北岸は、広域に

広がる変成岩地帯であることから、南岸のアラスカ山脈から流入する河川の中〜上流域に石器

石材の原産地があると推測される。遺跡周辺における石材の存在が明らかになったことは大き

な進展であるが、一方で遺跡を形成した人々がどこでそれらを採取したかを議論する段階には

至っていない。このような議論を行うには、遺跡出土資料を微細な剝片から石核まで分類、数量

化し、遺跡に持ち込まれた石材の大きさや形状を復元する必要がある。これに合わせて、タナナ

河北岸からアラスカ山脈までの範囲に未確認の露頭や石材分布地点が発見されれば、より具体

的な遺跡外における石材獲得戦略が見えてくるであろう。本研究の最終的な目的であった技術

伝統に関する議論は可能だったものの、石材利用を中心に据えた適応戦略論については、緑色火

成岩の産出地を明らかにすることができなかったため、踏み込むことができなかった。しかし、

本研究によって遺跡近隣において流紋岩とチャートが発見されたことから、今後より詳細な地

考古学的研究を進め、内陸アラスカにおける石材獲得・消費の様相と技術的変化の関連を明らか

にしたい。 
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